「虞美人草」読書メモ

明治４０年２月、大阪朝日新聞社社会部長の渋川玄耳からの招へいの話があり、３月には東京朝日の主筆池辺三山が訪ねてきて、漱石の朝日への入社が決まった。池辺の人柄に信頼できるものを感じたらしい。教授となるはずだった東京帝国大学へ辞表を提出して、５月３日には「入社の辞」を発表した。

　朝日新聞入社第一作が「虞美人草」である。６月１３日から１０月２９日まで、１２７回にわたって連載された。

　この作品は、絢爛たる美文によって大きな反響を呼んだ。漱石は改めて処女作を書く意気込みで力を傾注した。しかし、人が生きていく上で必要な同義的な問題を、観念的に「自然法則」に結び付けようとして果たせず、人物がステレオタイプになりすぎて、大きな欠陥がる作品となってしまった。しかし、虞美人草浴衣や指輪が売り出されるなどの騒ぎになって、漱石の文名はますます高まった。このころからは、神経衰弱になやむことよりも胃腸病が深刻となっていた。
作品の背景

　明治35年3月、イギリスロンドンへの留学

· 世界を見る

· 人生とは

· 人生の活路、変化

　明治38年　帰国

明治40年～　 

①教師から創作活動へ　

②猫下編に猫の目、回転

③「二百十日」、「野分」――＞新しい風

④京都訪問

⑤朝日新聞社入社

そして

　　新しい作家への出発――＞「虞美人草」

　　この作品は春に始まり、春の終わり、初夏に終わる

　　青春の淵、死の幻影

　　エゴの処罰と道義

　　イデー（理念）と現実

　　現実の喜劇と人生の悲劇

作品の人物関係

　　認識の人　甲野欽吾さん

　　行動の人　宗近一くん

　　甲野さんの異母兄妹の藤尾

　　宗近くんの妹、糸子

　　小野清三さん、藤尾の家庭教師

　　井上狐堂と、その娘、小夜子

　　藤尾のエゴ、我執と虚栄心の強い女の悲惨な愛と破綻に振りまわされる作中人物をドラスチックに描いた作品。

